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本誌は,財 政と公共政策に関する幅広い領域の理論的 ・実証的研究の成果を公表 し,相 互交流を促すこ
とによって財政学研究,お よび公共政策研究の更なる深化 ・発展に寄与 してい くことを目指 しています.
本誌の発行は財政学研究会 を母体 としていますが,上 述の目的のために会員だけでなく広 く非会員の方々
からの本誌への投稿 も歓迎します.
本誌への投稿論文は,財 政学研究会内に設け られた 『財政 と公共政策』編集委員会によって受理され,
編集委員会の選任 した複数の査読者による審査の上,掲 載を許可されたものが掲載 されます.な お,投 稿
を希望される方は,以 下の投稿規定に留意されるようお願い申し上げます.
投 稿 規 程
[本誌の扱う内容]
財政学(予 算論,経 費論,租 税論,公 債論,地 方財政論,国 際財政論,財 政政策論,財 政思想,財 政史
等),国 家 ・自治体論,地 方自治論,ガ バナンス論,規 制緩和,民 営化,公 益事業論,公 共政策論(環 境政
策,交 通政策,国 土政策,都 市政策…)等 関連領域.
[投稿論文の受理]
投稿論文は随時受け付けています.到 着 した原稿から川頁次査読に入 り,査 読終了後に掲載が決定したも
のから順番に,年2回 発行(5月,10月)さ れる本誌 に掲載 してい くことにします.な お,投 稿 された論
文は返却 されません.
[投稿論文の種別]
投稿 論文 には,研 究論 文(制 限字数25,000字),研 究 ノー ト(同15,000字),展 望論文(同20,000字)の 区
別 があ ります.た だ し,制 限字数 は全て図表込み の数字 です.図 表 を用 いる場合 は1点 を800字 と計算 し,
5点 まで を上 の字数 に含め るこ とがで きます.ま た,総 字数が上記 の制限字数 を超 える場合,文 章 につい
ては1ペ ー ジ(約1,700字)に つ き3000円,図 表 については1点 につ きその作成 費用 相当額だ け,投 稿料 が
引 き上 げ られます ので,あ らか じめ ご留意下 さい.な お,抜 き刷 りにつ きまして はご要 望に添 えかね ます
ので,ご 了承 ください.
[投稿料]
財政学研究会会員は無料,非 会員は有職者の方が1万 円,大 学院生の方は5千 円とな ります.
[論文提出要領]
投稿 を希 望 される方 は,ハ ー ドコ ピー3部 を下記の投稿 論文送付先 に提 出 して下 さい.ま た,掲 載が決
定 した場合 には,テ キス トファイル,MicrosoftWord,一太郎のいず れか による文書 ファイル を提 出 して
頂 くこ とに な ります ので,あ らか じめご留 意下 さい.図 表 を ファイ ルと して提 出す る場合 には,上 記 ワー
プ ロソフ トで作 成で きるもの以外 には,MicrosoftExce1,Lotus1-2-3によって作 成 された もの お よびCSV
(カ ンマ区切 りテキス ト)フ ァイル に限 り,受 領す ることが可能です.そ れ以外 の ものは,鮮 明 な印刷 原稿,
また はコ ピー をご用意下 さい.な お,投 稿論 文に は以下の 内容 を記載 した表紙 を添付 して下 さい.① 論文
タイ トル②投稿 者の氏名③連 絡先(住 所,電 話 ・FAX番 号,Eメ ール ア ドレス)④ 英文 タイ トル⑤英 文氏
名⑥ 内容要 約(日 本語,約200字).
[投稿論文送付先]
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賦 掌峨 書 ギ=逼'灘i・ 銚 葺
本特集は,2004年12月18日 に京都大学で開催された 「]モンズの現代
的意義と課題」と題するシンポジウムの記録である.こ のシンポジウムでは,
まず 闘宮陽介氏(京 都大学)が,資 源 ・環境 問題やグローバ リゼーシ ョンと
い った観点からコモンズの現代的意義に関する議論を展開 した.そ れを受け
て,秋 道智彌(総 合地球環境学研究所),三 俣学(兵 庫県立大学),森 晶寿
(京都大学)の 各氏が人類学,経 済学の観点か ら,フ ィール ド調査 に基づいた
報告を行い,相 互 に活発な討論が行われた.
『財政と公共政策』編集委員会
聡'f,}/" 、藩響 ∵ 響 獣 、嘆欝 〆,、 》 齢 二轡 戸 継,、 ζ鍵 素"§ 載 ミ 毛}・
軌1ゴ1鱒 εザ 趣 識'き 野 ・1'響 ・鯵還
「財政と公共政策』では,研 究に励む若手研究者,特 に博士後期課程在籍者お
よび修了者が,自 らの抱いている問題意識,研 究の概要,研 究業績などを紹
介する 「若手研究者紹介」の場を設けることと致 しま した,「若手研究者紹介」
ではs財 政や公共政策に関する研究に取 り組む若手研究者を2,3名 ずつ紹
介 してい くことを予定 しています,掲 載希望者は,財 政学研究会事務局まで
御一報 ください.
『財政と公共政策』編集委員会
攣 畿'響 灘 ?? ??
財政学研究会会則
1名 称及び目的
本会 は財政学研究会 と称 し、財政学、経済学、公共政策及び関連諸分野における共同研 究、な
らびに教育方法の研究をすすめることを目的 とする。
皿 所 在 地








委員の選出等 を行 う。また、会員の十分の一の要求があれば、臨時総会を開催することがで きる。
W運 営委員会
総会 において運営委員若干名を選出 し運営委員会を組織する。運営委員会は次の総会 までの会




総会 は年間予算を決定 し会計監査一名 を選出する。会計監査委員は年一回会計監査を行 う。








1.本 会機関紙、『財政と公共政策』 を年二回発行する。総会において編集委員会を設置 し、編集
委員会がその編集、発行を行 う。編集委員会の規則は別途定める。
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